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近代富士山信仰の展開（三）

　
は
じ
め
に

　　
昨
年
度
、
北
遠
地
域
の
浜
松
市
天
竜
区
の
春
野
町
・
水
窪
町
・
佐
久

間
町
を
対
象
に
、『
浅
間
文
書
纂
』
所
収
「
第
四
　
公
文
富
士
氏
記
録
」

の
「
三
　
御
炊
坊
道
者
帳
写
」、
同
「
五
　
道
者
帳
」
を
た
よ
り
に
、

多
く
の
人
々
の
御
協
力
を
得
て
、
北
遠
地
域
の
富
士
参
詣
の
実
情
を
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
二
つ
の
道
者
資
料
は
、
限
ら
れ
た
時
期
の
一
宿
坊
に
伝
わ
っ
た
も
の
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十
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日
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理
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抄
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平
成
二
十
五
年
六
月
、
富
士
山
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
多
く
の
人
々
の
、
富

士
山
の
歴
史
・
文
化
に
対
す
る
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
、
近
世
富
士
山
信
仰
の
展
開
を
テ
ー
マ
に
、
北
遠
山
間
地
域
を
対
象
と
し
て
、
研
究
を
重
ね
て

き
た
。
本
年
度
は
、
前
年
度
の
課
題
を
整
理
し
、
さ
ら
に
対
象
地
域
を
旧
静
岡
市
内
に
拡
大
し
た
。

　
従
来
、
引
用
し
て
き
た
道
者
帳
な
ど
の
資
料
に
加
え
、
富
士
山
信
仰
と
関
わ
り
の
あ
る
浅
間
神
社
関
係
の
古
文
書
を
分

析
し
、
具
体
的
事
例
に
よ
り
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
た
。
地
域
の
道
者
た
ち
が
、
浅
間
神
社
や
修
験
、
先
達
た
ち
と
い
か

な
る
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
富
士
参
詣
を
果
た
し
た
か
、
そ
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
大
宮
浅
間
神
社
，
村
山
修
験
，
静
岡
浅
間
神
社
，
先
達
，
富
士
参
詣
道
者
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で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
富
士
参
詣
全
体
を
俯
瞰
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
富
士
参
詣
が
一
般
化
し
て
い
く
時
期
の
資
料
で

あ
り
、
近
世
富
士
山
信
仰
を
検
討
す
る
う
え
で
、
好
個
の
素
材
で
あ
る
。

　
ま
と
め
に
お
い
て
、
水
窪
町
奥
領
家
の
子
安
神
社
、
佐
久
間
町
大
井

の
浅
間
神
社
に
関
し
て
は
、
な
お
、
課
題
も
残
さ
れ
た
。
神
社
に
伝
わ

る
棟
札
や
伝
承
な
ど
の
調
査
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
本
年
度
は
、
駿
河
国
の
、
と
り
わ
け
旧
静
岡
市
内

の
事
例
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
駿
河
国
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
資
料
の
他
に
、
富
士
宮
市
村
山
の
修

験
大
鏡
坊
に
伝
わ
っ
た
「
駿
州
檀
所
帳
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
文
元

年
（
一
五
三
二
）
か
ら
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
至
る
駿
河
国
の
富

士
参
詣
道
者
の
動
向
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　
駿
河
国
の
内
、
静
岡
地
域
は
そ
の
中
心
域
に
あ
り
、
古
く
か
ら
静
岡

浅
間
神
社
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
発
展
し
た
。
静
岡
浅
間
神
社
は
、
神

部
神
社
・
浅
間
神
社
・
大
歳
御
祖
神
社
の
三
社
の
総
称
で
あ
る
。
延
喜

元
年
（
九
〇
一
）、
大
宮
の
浅
間
神
社
の
新
宮
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
と

い
わ
れ
、
地
域
の
人
々
か
ら
「
お
せ
ん
げ
ん
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
親
し

ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
富
士
参
詣
道
者
の
篤
い
信
仰
を
集
め
、
そ
の

証
と
し
て
、
各
地
域
に
浅
間
神
社
が
祀
ら
れ
、
関
連
す
る
史
跡
や
伝
承

も
多
い
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
北
遠
の
山
間
部
の
事
例
に
続
き
、
い
わ
ば
平

場
に
住
む
人
々
が
い
か
に
富
士
参
詣
を
果
た
し
た
の
か
、
そ
の
実
情
を

探
り
な
が
ら
、
富
士
山
信
仰
の
展
開
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

　一
　
北
遠
人
の
富
士
山
信
仰

 

（
一
）
水
窪
町
奥
領
家
子
安
神
社
の
棟
札

　　
①
天
正
十
二
年
の
棟
札

　
萩
原
龍
夫
の
『
巫
女
と
仏
教
史
』
に
、
奥
山
家
の
祭
祀
に
な
る
水
窪

町
奥
領
家
の
子
安
神
社
に
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
以
来
の
棟
札

数
枚
が
蔵
さ
れ
て
い
る
、
と
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
子
安
神
像
に
つ
い

て
は
、
姥
神
と
の
関
連
か
ら
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
棟
札
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
な
い
。

　
そ
こ
で
、
早
速
、
富
士
山
信
仰
に
関
わ
る
棟
札
で
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
、
浜
松
市
中
区
の
富
塚
に
お
住
ま
い
の
奥
山
伸
吾
氏
に

お
願
い
し
、
棟
札
を
拝
見
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
地
元
で
神
社
の

管
理
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
尾
島
伸
一
氏
の
御
案
内
に
よ
り
、
神
社
の
厨

子
に
納
め
ら
れ
て
い
る
子
安
神
像
を
拝
観
し
、
棟
札
を
調
査
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
天
正
十
二
年
の
棟
札
を
は
じ
め
、
元
和
八
年
（
一
六
二

二
）・
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）・
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）・
享
保
十

八
年
（
一
七
三
三
）・
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
棟
札
六
枚
が

あ
り
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
六
月
の
諸
社
合
祀
・
移
転
の
経
緯
を

ま
と
め
て
記
す
札
三
枚
が
確
認
さ
れ
た
。

　
明
治
八
年
六
月
の
札
に
よ
る
と
、
天
正
・
元
和
・
明
暦
・
天
和
・
享
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保
の
棟
札
は
、
領
家
村
小
畑
の
氏
神
で
あ
る
三
嶋
神
社
の
創
建
・
修
復

に
関
わ
る
も
の
で
、
奥
山
瀬
作
家
の
私
宮
で
あ
る
火
王
社
以
下
の
諸
社

と
と
も
に
、
三
嶋
神
社
の
境
内
地
で
あ
る
三
嶋
森
、
奥
山
家
の
周
辺
地

な
ど
か
ら
、
奥
山
家
の
私
有
地
に
遷
さ
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
正
か
ら
享
保
ま
で
の
棟
札
を
写
し
取
り
、
神
鏡
一
面
を
添
え
、
明
治

八
年
六
月
三
十
日
よ
り
同
十
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
、
奥
山
家
の
神

前
に
置
き
、
同
日
に
私
有
地
に
遷
し
た
、
と
あ
る
。
明
治
初
年
の
諸
社

合
祀
の
動
き
の
な
か
で
、
私
有
地
の
子
安
神
社
に
遷
し
て
祭
祀
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
四
年
の
札
に
は
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被

害
に
よ
り
、
子
安
神
社
が
建
て
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
手
斧
削
り
の
跡
を
残
す
天
正
十
二
年
の
札
を
見
る
と
、

表
面
に
は
削
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
跡
が
あ
り
、
元
和
八
年
の
札
を
頼
り

に
判
読
す
る
が
、
墨
痕
も
擦
れ
て
肉
眼
で
は
判
読
で
き
な
い
箇
所
が
多

い
。
そ
こ
で
、
静
岡
市
に
あ
る
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
御
協

力
を
得
て
赤
外
線
撮
影
を
行
い
、
そ
の
判
読
を
試
み
た
。
　

　
そ
の
結
果
、
天
正
・
元
和
の
棟
札
の
天
部
に
種
字
が
見
え
、
続
い
て

神
名
の
「
嶋
大
明
神
」、「
暦
嶋
大
明
神
」
が
確
認
で
き
た
。
種
字
に
詳

し
い
常
葉
大
学
名
誉
教
授
の
竹
中
智
泰
氏
か
ら
は
、
愛
染
明
王
の
種
字

で
あ
る
、
と
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

　
検
討
の
結
果
、
天
和
三
年
の
札
に
、
明
ら
か
に
三
嶋
大
明
神
社
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
伊
豆
の
三
嶋
神
社
の
別
当
寺
院
が
愛
染
明
王
を
本

尊
と
す
る
愛
染
院
で
あ
っ
た
こ
と
、
嶋
大
明
神
の
神
名
は
三
嶋
大
明
神

の
略
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
三
嶋
神
社
で
三
嶋
暦
が
作
製
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
天
正
十
二
年
十
一
月
、
伊
豆
三
嶋
神
社
よ
り
勧
請
さ

れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。
勧
請
に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
に
、

権
郎
右
衛
門
尉
・
十
郎
四
郎
・
藤
左
近
の
名
が
見
え
る
。

　
奥
山
家
の
東
隣
に
、
菩
提
寺
の
附
属
寺
が
あ
る
。
そ
の
山
号
が
三
嶋

山
で
あ
り
、
北
側
裏
山
の
平
地
が
、
三
嶋
森
で
あ
る
と
想
定
し
た
。

　
奥
山
家
に
は
、「
天
和
之
比
写
置
テ
、
又
享
保
八
年
ニ
写
ス
、
此
年

御
棟
札
見
得
共
文
字
不
見
得
候
」
と
注
記
す
る
天
正
十
二
年
棟
札
写
の

古
文
書
が
伝
わ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
和
の
頃
に
書
写
さ
れ
、
ま
た
、

享
保
八
年
の
書
写
の
折
に
も
棟
札
を
実
見
し
た
が
、
す
で
に
文
字
が
見

え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
社
殿
修
復
の
折
に
、
書
写
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
古
文
書
に
よ
り
、
他
の
不
明
箇
所
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
富
士
山
信
仰

に
関
わ
る
要
素
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　　
②
浅
間
塚
に
祭
祀
の
浅
間
神
社

　
前
掲
の
明
治
八
年
六
月
の
札
に
、
奥
山
家
の
私
宮
と
し
て
、
火
王
社
・

水
王
社
・
日
月
社
・
山
神
社
・
天
白
社
・
愛
宕
社
・
北
野
天
神
社
・
天

満
宮
・
金
山
荒
神
社
・
浅
間
大
神
社
・
疱
瘡
神
・
稲
荷
社
・
神
明
社
な

ど
、
十
三
社
の
棟
札
の
概
要
が
記
さ
れ
、
多
く
の
神
々
が
祀
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
の
一
社
が
浅
間
神
社
で
あ
る
。
嘉
永

六
年
（
一
八
五
三
）
丑
二
月
の
棟
札
に
よ
る
と
、

 

（
表
）
嘉 

永 
　
六 

年
　
　
神
　
主
　
万
　
蔵
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奉
建
立
浅
間
大
神
社
當
長
久

　
　
　
丑
二
月
廿
八
日

 
（
裏
）
遠
州
周
智
郡
領
家
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
讃
岐
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
後

　
　
　
　
戌
年
男
　
家
内
安
鎮

　
　
　
　
寅
年
女
　
　
　
　
　
　
亥
年
男

　
　
　
右
社
ハ
家
北
ノ
方

　
　
　
浅
間
塚
ニ
有
之

と
あ
る
。
幕
末
の
嘉
永
六
年
、
戌
・
寅
・
亥
年
生
ま
れ
の
男
女
三
人
が
、

家
内
安
鎮
を
願
い
、
奥
山
家
北
の
方
の
浅
間
塚
に
浅
間
神
社
を
建
て
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
棟
札
の
年
代
は
幕
末
で
あ
る
が
、
浅
間
神
社
の
創
祀
は
古
く
戦
国
時

代
に
遡
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
前
掲
の
戦
国
期
「
御
炊
坊
道

者
帳
写
」
の
村
名
・
地
域
名
に
「
を
は
た
衆
」（
小
畑
衆
）
の
表
記
が

あ
り
、
小
畑
の
奥
山
氏
に
代
表
さ
れ
る
人
々
の
富
士
参
詣
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
、
慶
長
・
元
和
期
の
「
道
者
帳
」
に
も
、
元
和
二
年
（
一
六
一

五
）
六
月
三
日
、
奥
山
氏
と
思
わ
れ
る
「
お
く
の
山
殿
」
二
人
が
、
坊

入
百
文
を
持
っ
て
富
士
宮
の
宿
坊
に
宿
泊
し
た
記
述
が
見
え
る
か
ら
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
富
士
参
詣
の
証
と
し
て
、
奥
山
家
の
当
主
が
大
宮

の
浅
間
神
社
か
ら
勧
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
奥
山
家
の
北
の
方
の
浅
間
塚
に
つ
い
て
、
尾
島
氏
に
尋
ね
た
が
、
不

明
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
子
安
神
社
の
脇
に
祀
ら
れ
て
い
る
二
躯

の
石
造
の
金
剛
界
大
日
如
来
像
に
つ
い
て
は
、「
御
末
社
様
」
と
呼
ん

で
い
る
と
い
う
。
こ
の
二
躯
の
う
ち
一
躯
は
、
刻
銘
に
よ
り
、
寛
文
十

三
年
（
一
六
七
三
）
八
月
、
小
畑
村
の
某
に
よ
り
、
新
造
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
浅
間
塚
と
は
、
現
在
の
子
安
神
社
の

境
内
に
接
し
た
地
の
、
石
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
を
指
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
二
）
佐
久
間
町
大
井
浅
間
神
社
の
棟
札

　
大
井
の
浅
間
山
に
鎮
座
す
る
浅
間
神
社
の
由
来
や
富
士
講
の
伝
承
に

つ
い
て
は
、「
近
世
富
士
山
信
仰
の
展
開
（
二
）」
で
詳
し
く
述
べ
た
が
、

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
棟
札
に
つ
い
て
は
、
中
途
で
終
わ
っ
て
い

る
。『
佐
久
間
町
史
』
編
纂
資
料
に
よ
り
、
浅
間
神
社
に
石
仏
が
奉
納

さ
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
石
仏
を
奉
納
し
た

奉
加
人
や
諸
費
用
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
浅
間
神
社
の
棟
札
を
保
管
す
る
貴
船
神
社
の
宮
司
田
開
忠

夫
氏
に
、
棟
札
の
拝
観
許
可
を
お
願
い
し
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
宝
暦
五
年
七
月
二
日
の
棟
札
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
表
面
に
は
、
石
仏
奉
納
の
由
来
を
述
べ
て
い
る
。
①
、
②
、

③
は
接
続
を
意
味
す
る
。

　
表
１
は
、
裏
面
の
概
要
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
表
面
）

　
天
下
泰
平
国
土
安
穏
惣
産
子
繁
昌
信
心
之
願
主
諸
願
成
就
子
孫
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
代
官
大
草
太
郎
左
衛
門
尉
　
大
井
村
②

奉
建
立
冨西

村

士
権
現
之
末
社
八
葉
尊
大
日
如
来
姥
神
石
尊
各
々
③

　
宝
暦
五
亥
七
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
成
就
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
郷
西
村
先
達
神
主
願
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
桐
与
兵
衛
正
方

　
①
長
久
如
意
守
護
処
一
宇

　
②
西
村
名
主
片
桐
左
仲
　
西
村
片
桐
五
兵
衛

表
１

一
之
嶽
延
命
地
蔵

　
　
金
二
朱
□
文
奉
加

セ
ト
村
片
桐
藤
四
郎

間
庄
片
桐
甚
五
左
衛
門

二
之
嶽
阿
弥
陀
如
来

　
　
金
二
朱
百
文
奉
加

間
庄
村
片
桐
左
兵
衛

　
　
同
熊
之
進

大
日
如
来
　
　
願
主

　
　
金
□
□
奉
加

西
村
片
桐
五
兵
衛

三
之
嶽
観
世
音
菩
薩

　
　
五
百
文
奉
加

西
村
　
杉
元
重
三
郎

四
之
嶽
釈
迦
牟
尼
如
来

□
金
兵
衛

五
之
嶽
弥
勒
菩
薩

　
　
金
一
分
三
百
文

西
村
拾
二
人

六
之
嶽
薬
師
如
来

　
　
金
二
朱
百
文
奉
加

大
井
村
片
桐
左
仲

七
之
嶽
文
殊
菩
薩

　
　
五
百
文
奉
加

片
桐
伊
織

同
　
亀
五
郎

八
之
嶽
宝
勝
如
来

　
　
二
朱
百
文
奉
加

片
桐
左
仲

姥
神

西
村
中
　
七
百
文
奉
加

　
こ
の
他
に
も
、
奉
加
人
・
村
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
〆
金
一
両
三

分
六
百
文
が
奉
加
さ
れ
、
石
仏
の
代
金
と
し
て
、
金
一
両
三
分
が
遠
州

船
明
村
の
石
屋
信
助
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。
お
わ
り
に
、
諸
願
成
就
候

也
と
結
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
大
井
郷
西
村
の
先
達
神
主
の
片
桐
与
兵
衛
が
願
主
と

な
り
、
天
下
泰
平
・
国
土
安
穏
を
願
い
、
大
井
村
名
主
片
桐
左
仲
、
西

村
の
片
桐
五
兵
衛
ら
に
呼
び
か
け
て
地
域
の
多
く
の
人
々
の
奉
加
を

得
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
勧
請
さ
れ
た
浅
間
神
社
に
、
富
士
浅

間
八
葉
九
尊
仏
・
姥
神
の
石
仏
を
奉
納
し
た
経
緯
が
明
ら
か
で
あ
る
。

現
在
、
大
井
西
村
地
区
に
は
、
御
嶽
信
仰
を
信
奉
す
る
人
々
が
多
い
。

二
　
戦
国
期
駿
河
人
の
富
士
山
信
仰

 
（
一
）
駿
河
人
の
富
士
参
詣

　
①
「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
の
地
名
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は
じ
め
に
、「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
に
見
え
る
地
名
を
挙
げ
る
。

　 

「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
の
表
紙
に
は
、
追
筆
で

　
　
　
永
正
九
年
之
古
帳
写
　
八
木
御
炊
官

と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
浅
間
文
書
纂
』
の
編
者
は
、
本
文
の
中
に

永
正
十
□
年
・
永
禄
六
年
の
年
紀
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
永
正
九
年

之
古
帳
」
に
疑
念
を
呈
す
る
。

　 

「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
で
は
、
東
海
地
域
の
国
々
や
郷
村
の
名
が
ま

と
め
て
列
記
さ
れ
て
い
る
。
道
者
帳
の
初
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
地
名

に
、
国
名
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
駿
河
国
に
該
当
す
る
。

い
わ
ゆ
る
静
岡
県
中
部
地
域
の
、
大
井
川
左
岸
か
ら
富
士
川
右
岸
に
至

る
広
い
範
囲
に
分
布
す
る
地
名
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
名
か
ら
、
富
士
参
詣
の
折
、
先
達
に
率
い
ら
れ
て
、
大

宮
の
浅
間
神
社
の
門
前
に
営
ま
れ
た
御
炊
坊
に
宿
泊
し
た
駿
河
の
富
士

道
者
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
現
在
、
残
念
な
が
ら
道
者
帳
写
の
原
本
を

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
国
期
に
お
け
る
富
士
山
信
仰
の
広

が
り
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
表
２
は
、「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」

に
記
さ
れ
て
い
る
戦
国
期
駿
河
国
内
の
地
名
に
つ
い
て
、『
角
川
日
本

地
名
大
辞
典
　
22
　
静
岡
県
』、
地
域
の
人
々
の
御
示
唆
に
よ
り
な
が

ら
、
そ
の
現
在
地
を
合
併
前
の
市
町
名
に
比
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
現

在
地
の
比
定
に
あ
た
り
、
複
数
の
候
補
地
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、

候
補
地
を
先
に
、（
　
）
内
に
次
候
補
地
を
示
し
た
。
な
か
に
は
、
所

在
地
が
不
明
の
地
名
も
あ
る
。
地
名
の
検
討
に
は
、
浅
間
神
社
の
祭
祀

の
有
無
が
参
考
と
な
る
が
、勧
請
年
月
が
明
ら
か
で
な
い
神
社
が
多
い
。

　
表
２古

帳
地
名

中
世
地
名

合
併
前
市
町
名

み
や
□
さ
□

宮
が
崎

静
岡
市
宮
が
崎

横
内

静
岡
市
横
内

い
ま
し
ゆ
く

今
宿

由
比
町
今
宿

下
な
こ
□
□

お
き
つ

興
津

清
水
市
興
津

に
し
か
う
地

西
河
内

静
岡
市
西
河
内

（
又
は
清
水
市
西
河
内
）

ふ
し
え
だ

藤
枝

藤
枝
市
藤
枝

や
ふ
た

薮
田

藤
枝
市
薮
田

よ
つ
あ
し

四
足

静
岡
市
四
足

し
ま
た

島
田

島
田
市
島
田

や
わ
た

八
幡

静
岡
市
八
幡

わ
ら
し
な

藁
科

静
岡
市
藁
科

は
か
た

み
つ
の
う
へ

水
上

藤
枝
市
水
上

は
な
り

と
し
ま

川
根
町
渡
島

な
へ
し
ま

島
田
市
鍋
島

こ
ま
こ
へ

清
水
市
駒
越

せ
な

瀬
名

静
岡
市
瀬
名

や
い
つ

焼
津

焼
津
市
焼
津

は
な
し

葉
梨

藤
枝
市
葉
梨

花
く
ら

花
蔵

藤
枝
市
花
倉
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え
し
り
□
□
□
は

江
尻

清
水
市
江
尻

う
つ
の
や

宇
津
ノ
谷

静
岡
市
宇
津
ノ
谷

か
た
の
か
み

方
上

焼
津
市
方
ノ
上

小
か
わ

小
河

焼
津
市
小
川

き
し

岸

島
田
市
岸

さ
か
本

坂
本

焼
津
市
坂
本

あ
ち
河

島
田
市
阿
智
ケ
谷

と
ら
め

せ
と
の
や

瀬
戸
谷

藤
枝
市
瀬
戸
ノ
谷

ま
へ
島

前
島

藤
枝
市
前
島

河
ね

河
根

川
根
町
北

う
る
し
は
た

漆
畠

藤
枝
市
築
地

う
し
つ
ま

牛
妻

静
岡
市
牛
妻

う
と
ふ

有
東

静
岡
市
有
東

　
②
天
文
十
八
年
の
浅
間
神
社
流
鏑
馬
郷
役

　　
前
掲
「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
の
地
名
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
浅
間

神
社
の
神
事
と
の
関
わ
り
を
も
つ
駿
河
国
内
の
郷
村
の
存
在
が
参
考
と

な
る
。
そ
れ
ら
の
郷
村
内
に
お
い
て
、
浅
間
神
事
役
を
と
お
し
て
富
士

山
信
仰
が
次
第
に
広
ま
り
、
郷
内
に
は
先
達
に
率
い
ら
れ
て
富
士
参
詣

を
果
た
す
人
々
が
い
た
、
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　『
静
岡
県
史
料
』
第
三
輯
に
、「
静
岡
浅
間
神
社
文
書
」
六
一
点
、
静

岡
浅
間
神
社
の
関
係
文
書
と
し
て
、「
旧
新
宮
神
主
文
書
」
一
五
点
、「
旧

惣
社
神
主
文
書
」
一
〇
点
、「
旧
稲
川
大
夫
文
書
」
九
点
、「
旧
東
流
大

夫
文
書
」
三
点
、「
旧
村
岡
大
夫
文
書
」
二
八
点
、「
旧
庁
守
大
夫
文
書
」

一
二
点
、「
旧
先
光
大
夫
文
書
」
三
点
、「
旧
奈
吾
屋
大
夫
文
書
」
一
八

点
、「
旧
山
宮
大
夫
文
書
」
一
点
、「
旧
玄
陽
坊
文
書
」
七
点
が
そ
れ
ぞ

れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
南
北
朝
期
か
ら
江
戸
初
期

に
至
る
静
岡
浅
間
神
社
や
富
士
山
信
仰
の
歴
史
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
、
戦
国
時
代
に
お
け
る
浅
間
神
社
の
神
事
流
鏑
馬
役
を

勤
め
る
郷
村
の
名
が
ま
と
ま
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
文
書
が
、「
旧
村
岡

大
夫
文
書
」
の
な
か
に
あ
る
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
八
月
、
作

成
さ
れ
た
駿
河
国
浅
間
社
役
目
録
に
今
川
義
元
が
証
判
を
据
え
（
紙
継

目
表
朱
印
文
「
如
律
令
」）、
村
岡
氏
に
与
え
た
文
書
で
あ
る
。
志
太
郡

村
岡
（
藤
枝
市
）
に
住
む
村
岡
氏
は
、
志
太
郡
青
山
八
幡
宮
と
駿
府
浅

間
神
社
の
流
鏑
馬
祭
礼
奉
行
を
勤
め
、
義
元
の
命
に
よ
り
駿
府
に
移
り

住
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
か
ら
な
る
古
文
書
が
、

「
静
岡
浅
間
神
社
文
書
」
に
あ
る
。
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
八
月
、

義
元
の
あ
と
を
継
い
だ
氏
真
が
、村
岡
左
衛
門
尉
に
あ
て
た
朱
印
状（
朱

印
文
「
氏
真
」）
で
あ
る
。

　
表
３
は
、
流
鏑
馬
の
郷
役
を
勤
め
た
郷
村
の
一
覧
で
あ
る
。
一
部
、

異
同
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
文
書
に
は
、
他
に
「
八
月

青
山
放
生
会
流
鏑
馬
郷
役
」、「
浅
間
宮
御
役
銭
」
の
記
述
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
郷
名
を
挙
げ
る
の
み
に
と
ど
め
た
。
こ
の
な
か
で
、
前
掲
の

「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」
の
地
名
と
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
郷
名
を
ゴ

シ
ッ
ク
で
示
し
て
あ
る
。
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文
書
の
内
容
は
、
浅
間
神
社
の
五
月
・
六
月
の
流
鏑
馬
神
事
に
あ
た

り
、
郷
役
と
し
て
各
郷
か
ら
銭
な
ど
を
徴
収
す
る
内
容
か
ら
な
っ
て
い

る
。
郷
名
の
後
に
、
例
え
ば
安
倍
山
で
は
「
的
板
三
枚
同
的
串
三
本
」、

八
楠
郷
で
は
「
二
年
つ
ゝ
け
て
御
料
所
方
、
一
年
ハ
岡
部
宗
九
郎
方
」、

藁
科
郷
で
は
「
本
ハ
一
貫
六
百
文
致
候
を
、近
年
も
ん
と
う
に
て
如
此
」

な
ど
の
注
記
が
あ
る
。
的
板
・
的
串
は
、
流
鏑
馬
の
小
道
具
と
し
て
必

需
品
で
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
郷
役
が
異
な
る
こ
と
、
問
答
に
よ
っ
て
負

担
額
が
異
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
流
鏑

馬
役
の
注
記
の
分
析
を
通
し
て
、
今
川
氏
が
目
論
む
郷
村
内
部
へ
の
介

入
の
実
態
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
郷
名
と
負
担
額
、
現
在

地
と
の
比
定
に
と
ど
め
る
。
現
在
地
の
比
定
は
、『
角
川
日
本
地
名
大

辞
典
　
22
　
静
岡
県
』
に
よ
る
。
な
お
、
比
定
地
は
、
市
町
村
合
併
以

前
の
市
町
名
で
あ
る
。

表
３

駿
河
国
浅
間
宮
御
流
鏑
馬
千
歳
方
郷
役
五
月
分

郷
名

賦
課
銭
額

現
在
比
定
地

岡
部
郷

七
五
〇
文

岡
部
町
岡
部

安
倍
山

二
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
安
倍
川
流
域

高
柳

二
貫
一
〇
〇
文

藤
枝
市
高
柳

八
楠
郷

一
貫
六
〇
〇
文

焼
津
市
八
楠

青
木
郷

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
青
木

藁
科
郷

五
〇
〇
文

静
岡
市
藁
科
川
流
域

石
田
郷

一
貫
一
〇
〇
文

静
岡
市
石
田

中
田
一
色

一
貫
八
〇
〇
文

静
岡
市
中
田

池
田
郷

一
貫
一
〇
〇
文

静
岡
市
池
田

内
谷
郷

一
貫
一
〇
〇
文

静
岡
市
宇
津
ノ
谷

鳥
坂
郷

一
貫
一
〇
〇
文

清
水
市
鳥
坂

中
禰
郷

一
貫
二
〇
〇
文

焼
津
市
中
根

高
松
郷

二
貫
一
〇
〇
文

静
岡
市
高
松

漆
畠
郷

一
貫
一
〇
〇
文

藤
枝
市
築
地

河
合
郷

一
貫
文

静
岡
市
川
合

長
沼
郷

二
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
長
沼

小
沼
郷

二
貫
六
〇
〇
文

焼
津
市
小
沼

六
月
廿
日
御
流
鏑
馬
郷
役

郷
名

賦
課
銭
額

現
在
比
定
地

安
西
郷

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
安
西

沓
谷
郷

二
貫
一
〇
〇
文

静
岡
市
沓
谷

瀬
名
郷

一
貫
五
〇
〇
文

静
岡
市
瀬
名

浅
服
郷

三
貫
二
〇
〇
文

静
岡
市
麻
機

大
住
朝
比
奈
山

一
貫
一
〇
〇
文

焼
津
市
大
住

大
屋
之
郷

二
貫
一
〇
〇
文

静
岡
市
大
谷

鎌
田
郷

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
鎌
田

下
嶋
郷

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
下
島

小
鹿
郷

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
小
鹿
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有
東

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
有
東

手
越
郷

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
手
越

由
比
郷

二
貫
一
〇
〇
文

由
比
町
由
比

西
嶋
郷

二
貫
一
〇
〇
文

静
岡
市
西
島

下
足
洗
郷

一
貫
六
〇
〇
文

静
岡
市
下
足
洗

勝
路
田

六
〇
〇
文

久
野
田

三
〇
〇
文

八
月
青
山
放
生
会
御
流
鏑
馬
郷
役

　
稲
川
郷
　
　
長
田
庄
内
　
服
織
庄
　
　
入
江
庄
　
　
小
土
郷

　
前
嶋
郷
　
　
青
山
　
　
　
松
山
保
　
　
志
田
郷
　
　
田
尻
郷

　
益
津
郷
　
　
同
下
郷
　
　
高
部
御
厨
　
手
越
　
　
　
足
窪

　
岡
部
郷

　
青
山
放
生
会
と
は
、
藤
枝
市
青
山
の
八
幡
宮
で
行
わ
れ
た
放
生
会
を

指
す
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
郷
名
の
他
に
、
永
禄
元
年
朱
印
状
記
載
分
と

し
て
、
薮
田
郷
　
葉
梨
郷
の
名
が
追
加
さ
れ
る
。

浅
間
宮
御
役
銭

　
曲
金
郷
　
　
長
沼
郷
　
　
古
庄
　
　
　
　
池
田
郷
　
　
沓
谷
郷

　
有
東
　
　
　
小
鹿
郷
　
　
あ
を
い
さ
わ
　
宮
武
　
　
　
高
松

　
熊
野
　
　
　
久
能
寺
　

　
義
元
朱
印
状
に
は
、
五
月
・
六
月
・
八
月
の
流
鏑
馬
役
の
合
計
と
し

て
、
五
三
貫
五
六
五
文
と
あ
り
、
う
ち
一
三
貫
文
が
朝
比
奈
刑
部
方
、

一
一
貫
六
〇
〇
文
が
流
鏑
馬
の
射
手
方
、
残
り
の
二
八
貫
八
六
五
文
が

年
中
三
度
の
祭
り
に
供
用
、
と
あ
る
。

 

（
二
）
瀬
名
の
利
倉
神
社
の
創
建

　
①
大
永
八
年
の
浅
間
大
菩
薩

　　
宮
が
崎
の
静
岡
浅
間
神
社
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
資
料
が
語

る
。

　
瀬
名
の
利
倉
神
社
に
つ
い
て
は
、
そ
の
由
来
が
明
ら
か
で
あ
る
。
幕

末
、
府
中
浅
間
前
神
主
の
中
村
高
平
が
撰
し
た
『
駿
河
志
料
』
に
、

　
　
當
社
は
、
諸
郡
神
階
帳
に
、
正
五
位
下
庵
原
郡
利
倉
天
神
と
あ

り
て
、
古
社
な
り
、
大
永
年
中
、
瀬
名
氏
鎮
護
の
社
と
し
て
、

七
社
の
大
神
を
奉
祀
す
る
所
な
り
、
社
に
棟
札
・
書
写
の
大
般

若
経
を
蔵
せ
り
。
筆
者
年
暦
審
な
ら
ず
、
大
永
年
前
の
物
な
る

べ
し
、
祭
祀
は
九
月
九
日
な
り
、
往
時
は
神
職
も
あ
り
し
が
、

退
転
し
、
近
世
は
村
持
と
な
れ
り
、
云
々

と
あ
る
。
そ
し
て
、
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
九
月
の
建
立
の
棟
札
銘

を
掲
載
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　
大
日
本
国
東
海
道
駿
河
州
庵
原
郡
瀬
名
郷
奉
建
立
七
社
事
、
利

倉
大
明
神
、
浅
間
大
菩
薩
、
熊
野
三
所
大
権
現
、
八
幡
大
菩
薩
、

神
明
両
宮
、
當
護
宮
信
心
建
立
之
、

　
　
　
大
旦
那
源
朝
臣
氏
貞
公
並
御
曹
司
寅
王
丸
、
御
年
九
歳
也

　
　
　
謹
敬
白
、

　
　
　
干
時
大
永
八
年
戊
子
九
月
六
日
、
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代
官
矢
部
美
濃
守
　
作
事
奉
行
多
芸
伯
耆
守
　
公
物
奉
行
小
林

対
馬
守
　
大
工
左
衛
門
次
郎
秀
吉
、

と
あ
る
。
ま
た
、『
駿
河
記
』・『
駿
河
国
新
風
土
記
』
に
も
、
大
永
八

年
の
棟
札
銘
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
瀬
名
氏
貞
と
九
歳
の
子
息
寅
王
丸
（
氏
俊
）
が
、
信

心
に
よ
っ
て
檀
那
と
な
り
、
代
官
な
ど
に
命
じ
て
七
社
を
建
立
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
七
社
の
な
か
に
、
浅
間
大
菩
薩
の
御
名
が
見
え
る
。

　
現
在
、
神
社
に
残
る
延
享
四
年
（
一
七
四
五
）
九
月
の
神
社
修
理
の

棟
札
の
裏
面
に
、

上
古
之
棟
札
板
朽
字
癈
、
維
時
寛
文
十
三
癸
丑
之
穐
、
加
修
理

之
次
、
新
写
正
与
以
伝
言
窮
欲
専
祭
祀
者
也

と
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
の
秋
、
社
殿
修
理
の
折
、

朽
ち
た
大
永
八
年
の
棟
札
を
新
た
に
書
写
し
た
経
緯
が
知
ら
れ
る
。

　
瀬
名
氏
は
、
南
北
朝
時
代
に
鎮
西
探
題
を
勤
め
た
今
川
了
俊
の
子
孫

と
い
わ
れ
る
。
遠
江
国
見
附
に
住
む
陸
奥
守
一
秀
が
、
駿
府
に
住
む
幼

少
の
今
川
竜
王
丸
（
氏
親
）
を
補
佐
す
る
た
め
に
、瀬
名
に
移
り
住
み
、

在
地
名
を
名
乗
っ
た
と
い
う
（
文
亀
三
年
没
・
一
五
〇
三
）。
氏
貞
は

一
秀
の
子
で
陸
奥
守
を
名
乗
り
、
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
に
没
し
て

い
る
。
氏
貞
の
子
が
氏
俊
で
、伊
予
守
を
名
乗
り
、今
川
義
元
の
妹
（
龍

泉
院
殿
、
元
亀
二
年
没
・
一
五
七
三
）
と
結
婚
し
て
い
る
。
氏
俊
は
、

瀬
名
右
衛
門
佐
と
い
い
、
葛
山
氏
と
縁
を
結
び
、
氏
真
の
代
に
は
殊
に

近
親
と
な
っ
た
と
い
う
。
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）、
今
川
家
没
落

の
後
、
氏
俊
の
子
の
氏
詮
は
相
州
に
移
り
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）、

江
戸
で
死
去
。
子
孫
は
、
旗
本
と
な
っ
て
幕
府
に
仕
え
て
い
る
。

　
瀬
名
氏
は
、
戦
国
大
名
今
川
氏
の
親
族
と
し
て
、
重
き
を
な
し
て
い

た
わ
け
で
、
大
永
八
年
の
棟
札
は
、
瀬
名
一
族
の
富
士
山
信
仰
の
篤
さ

を
伝
え
て
い
る
。

　
②
慶
長
二
年
の
新
宮
浅
間
御
照
台

　
静
岡
市
大
岩
臨
済
寺
の
護
国
道
場
に
、明
治
初
年
の
神
仏
分
離
の
折
、

静
岡
浅
間
神
社
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
仏
像
や
懸
仏
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
鋳
た
て
ら
れ
た
胎
蔵
界

大
日
如
来
の
懸
仏
一
面
が
あ
る
。
径
六
八
㎝
あ
り
、
か
な
り
の
重
量
で

あ
る
。
他
に
、
ほ
ぼ
同
規
模
の
像
容
の
異
な
る
懸
仏
三
面
も
あ
る
。

　『
鉄
山
語
録
』
上
巻
に
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
八
月
の
放
生
会

の
折
、
新
宮
浅
間
社
の
鎖
是
氏
大
楽
令
清
通
の
依
頼
を
請
け
、
妙
心
寺

再
住
の
た
め
に
上
京
し
て
い
た
臨
済
寺
四
世
住
持
の
鉄
山
宗
鈍
が
認
め

た
「
新
宮
浅
間
御
照
台
之
銘
文
」
と
題
す
る
銘
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
銘
文
は
、
懸
仏
の
裏
面
に
朱
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
銘
文
に
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

駿
府
を
鎮
護
す
る
浅
間
大
菩
薩
は
、
胎
蔵
界
教
主
大
日
如
来
の

化
身
で
あ
る
。
神
前
に
懸
け
奉
っ
て
き
た
本
体
は
、
慈
悲
深
い

大
日
如
来
の
御
正
体
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
悲
し
い
こ
と
に
、

新
宮
浅
間
御
照
台

（『
大
龍
山
臨
済
寺
の

　
歴
史
』
よ
り
）

先
の
天
下
騒
屑
に
よ
り
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
烏
有
に
き
し
た
。

社
家
の
鎖
是
氏
清
通
は
、
願
主
と
な
り
、
大
工
に
命
じ
て
旧
規

の
如
く
に
鋳
た
て
、
神
前
に
懸
け
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
腕
の
良
い
大
工
は
多
忙
で
集
ま
ら
ず
、
壮
麗
な
建
物

も
未
だ
備
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
事
業
は
捗
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
法
華
妙
典
一
千
部
と
金
剛
般
若
経
六
千
部
を
読
誦
、

三
宝
荒
神
廟
を
十
三
箇
所
に
建
立
し
、
三
か
年
の
間
、
念
じ
た
。

や
が
て
、
鋳
た
て
ら
れ
た
大
円
鏡
を
神
前
に
懸
け
、
諸
般
の
供

養
を
な
し
た
。
社
家
が
そ
の
銘
文
を
求
め
て
き
た
の
で
、
小
偈

を
付
し
て
銘
に
あ
て
た
。

と
あ
り
、「
必
ず
や
仏
の
加
護
を
得
て
、
鎮
護
国
家
・
万
民
保
持
疑
い

な
し
」
と
結
ん
で
い
る
。

　
浅
間
大
菩
薩
と
大
日
如
来
、
神
主
や
大
工
た
ち
の
名
も
見
え
、
当
時
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新
宮
浅
間
御
照
台

（『
大
龍
山
臨
済
寺
の

　
歴
史
』
よ
り
）

先
の
天
下
騒
屑
に
よ
り
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
烏
有
に
き
し
た
。

社
家
の
鎖
是
氏
清
通
は
、
願
主
と
な
り
、
大
工
に
命
じ
て
旧
規

の
如
く
に
鋳
た
て
、
神
前
に
懸
け
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
腕
の
良
い
大
工
は
多
忙
で
集
ま
ら
ず
、
壮
麗
な
建
物

も
未
だ
備
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
事
業
は
捗
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
法
華
妙
典
一
千
部
と
金
剛
般
若
経
六
千
部
を
読
誦
、

三
宝
荒
神
廟
を
十
三
箇
所
に
建
立
し
、
三
か
年
の
間
、
念
じ
た
。

や
が
て
、
鋳
た
て
ら
れ
た
大
円
鏡
を
神
前
に
懸
け
、
諸
般
の
供

養
を
な
し
た
。
社
家
が
そ
の
銘
文
を
求
め
て
き
た
の
で
、
小
偈

を
付
し
て
銘
に
あ
て
た
。

と
あ
り
、「
必
ず
や
仏
の
加
護
を
得
て
、
鎮
護
国
家
・
万
民
保
持
疑
い

な
し
」
と
結
ん
で
い
る
。

　
浅
間
大
菩
薩
と
大
日
如
来
、
神
主
や
大
工
た
ち
の
名
も
見
え
、
当
時

の
富
士
山
信
仰
の
在
り
様
を
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
。
　
　

三
　
江
戸
期
駿
河
人
の
富
士
山
信
仰

 

（
一
）
慶
長
・
元
和
期
の
静
岡
人
の
富
士
参
詣

　
①
「
道
者
帳
」
に
見
る
富
士
参
詣

　
次
の
表
４
は
、
前
掲
『
浅
間
文
書
纂
』
所
収
「
第
四
　
公
文
富
士
氏

記
録
」
の
う
ち
「
五
　
道
者
帳
」
か
ら
、
静
岡
地
域
の
富
士
参
詣
の
事

例
を
抜
き
出
し
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
中
で
、
先
立
は
先

達
の
こ
と
を
指
す
。
静
岡
地
域
の
地
名
で
は
、
ふ
中
（
府
中
）・
う
し

つ
ま
（
牛
妻
）・
み
ね
（
峰
）・
宮
か
さ
き
（
宮
が
崎
）・
う
と
ふ
（
有
東
）

の
地
名
が
見
え
る
。

　
坊
入
と
は
、
宿
坊
に
納
め
た
宿
代
を
指
す
。
静
岡
市
域
で
は
、
金
銭

を
納
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
慶
長
十
七
年
六
月
十
日
の
牛
妻
の
道
者

に
「
朝
夕
」、
元
和
六
年
六
月
八
日
の
有
東
の
道
者
に
「
召
ク
ワ
ス
」

と
あ
り
、宿
坊
で
食
事
を
提
供
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

道
者
と
宿
坊
の
間
に
特
別
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
よ
う
。

他
に
は
、
そ
の
記
載
が
無
く
、
い
わ
ゆ
る
木
賃
銭
を
納
め
た
の
で
あ
ろ

う
。
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表
４慶

長
十
七
年
六
月
　
六
日

す
る
か
ノ
内
ふ
中
ノ
　
甚
大
夫
殿
先
立

拾
一
人
　
此
坊
入
六
百
文

慶
長
十
七
年
六
月
　
十
日

す
る
か
ノ
内
う
し
つ
ま
ノ
　
五
郎
左
衛

門
殿
先
立

□
人
　
朝
夕
　
此
坊
入
三
百
文

慶
長
十
八
年
五
月
廿
八
日

す
る
ノか

脱

ふ
中
　
　
　
先
立
左
大
夫
殿

拾
六
人
　
此
坊
入
八
百
文

元
和
　
元
年
六
月
十
六
日

駿
府
之
内
　
　
　
　
先
立
土
大
夫
殿

五
人
　
此
坊
入
二
百
文

　
同
　
二
年
五
月
廿
七
日

駿
河
内
ふ
中
ノ
　
　
土
大
夫
殿
先
立

六
人
　
此
坊
入
二
朱
半
一
ツ

　
同
　
三
年
六
月
　
八
日

駿
河
ノ
ふ
中
　
　
　
　
　
土
大
夫
殿

四
人
　
此
坊
入
三
百
文

　
同
　
五
年
六
月
　
二
日

駿
府
之
　
　
　
　
　
先
立
土
大
夫
殿

拾
六
人
　
此
坊
入
一
貫
百
文

　
同
　
六
年
六
月
　
四
日

す
る
が
之
み
ね
　
　
　
　
土
大
夫
殿

廿
二
人
　
此
坊
入
二
貫
百
文

　
同
　
六
年
六
月
　
五
日

す
る
か
の
宮
か
さ
き 

五
郎
左
衛
門
殿

八
人
　
此
坊
入
七
百
文
そ
い
あ
し
た

　
同
　
六
年
六
月
　
八
日

す
る
か
う
と
ふ
　
　
　
総
右
衛
門
殿

拾
人
　
此
坊
入
二
百
文
召
ク
ハ
ス

　
同
　
九
年
六
月
廿
二
日

す
る
か
ふ
中
　
　
　
　
　
土
大
夫
殿

七
人
　
此
坊
入
六
百
文

　
②
奈
吾
屋
大
夫
と
先
達
土
大
夫

　
前
述
の
事
例
の
な
か
で
、
五
人
の
先
達
の
う
ち
、
経
歴
が
明
ら
か
な

先
達
が
土
大
夫
で
あ
る
。

　『
駿
河
志
料
』
に
は
、
奈
吾
屋
社
の
鑰
取
を
勤
め
た
奈
吾
屋
大
夫
に

関
わ
る
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
静
岡
県
史
料
』
第
三
輯
は
、
こ

れ
を
東
京
市
大
森
区
大
井
博
所
蔵
「
静
岡
浅
間
神
社
関
係
　
奈
吾
屋
大

夫
文
書
」
と
し
て
、
一
八
点
を
収
め
る
。

　
こ
の
な
か
で
、
最
古
の
文
書
は
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
四

月
の
、「
今
川
家
朱
印
状
」
で
あ
る
。
浅
間
奈
吾
屋
榊
大
夫
に
対
し
、

富
士
参
詣
道
者
に
袈
裟
円
座
木
綿
の
売
買
を
認
め
、
山
伏
陰
陽
師
の
売

込
み
を
禁
じ
た
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
駿（

朱
印
）河

国
中
富
士
参
詣
之
道
者
爾

、
従
前
々
為
其
役
袈
裟
円
座

木
綿
出
之
処
、
近
年
山
伏
陰
陽
師
出
之
云
々
、
甚
以
恣
之
至
也
、

於
向
後
如
此
之
儀
、
堅
可
制
之
、
其
上
於
有
違
乱
之
輩
者
、
可

加
下
知
者
也
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
天
文
二
拾
一
年
壬
子

　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
間
奈
古
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
大
夫

　
朱
印
文
は
「
如
律
令
」。
こ
の
他
に
、
同
様
の
内
容
か
ら
な
る
永
禄

三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
の
「
今
川
家
朱
印
状
」（
此
の
年
は
、
富
士
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山
庚
申
御
縁
年
に
あ
た
る
）、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
の
「
武

田
家
朱
印
状
」
が
あ
る
。

　
ま
た
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
六
月
の
、
江
尻
・
清
見
寺
・
蒲

原
船
関
、
先
達
七
人
分
の
諸
役
所
関
銭
免
除
の
「
今
川
家
朱
印
状
」
が

あ
る
。

　
奈
吾
屋
大
夫
と
先
達
土
大
夫
の
関
係
を
具
体
的
に
示
す
慶
長
十
六
年

（
一
六
一
一
）
六
月
の
「
富
士
参
詣
先
達
土
大
夫
證
文
」
が
あ
る
。
先

達
の
土
大
夫
が
奈
吾
屋
大
夫
に
差
出
し
た
文
書
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
以

前
の
土
大
夫
の
勝
手
な
振
る
舞
い
が
赦
免
さ
れ
、
道
者
十
五
人
以
外
に

袈
裟
を
売
ら
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

　
駿
府
九
十
六
町
の
一
つ
に
、
土
大
夫
町
が
あ
る
。

　 

『
駿
河
国
新
風
土
記
』
は
、

　
　
　
土
大
夫
と
い
ふ
者
住
せ
し
に
よ
り
て
し
か
い
ふ
、
此
土
大
夫
と

い
ふ
者
の
事
浅
間
社
人
大
井
氏
の
家
に
永
禄
年
中
土
大
夫
の
古

証
文
あ
り
、
此
大
井
氏
の
家
古
よ
り
富
士
山
に
登
る
道
者
に
木

綿
袈
裟
と
い
ふ
も
の
作
り
て
出
す
、
之
を
受
け
て
登
山
す
る
こ

と
昔
よ
り
の
習
な
り
、
其
の
木
綿
袈
裟
と
い
ふ
も
の
を
此
の
土

大
夫
の
家
よ
り
も
出
す
こ
と
を
載
せ
た
り
、
之
に
よ
り
て
推
せ

ば
土
大
夫
は
大
井
氏
の
門
人
の
如
し
、

と
詳
し
く
記
す
。

　 

『
駿
河
志
料
』
に
も
、

　
　
　
此
町
は
、
土
大
夫
と
い
へ
る
者
住
せ
し
に
故
に
、
町
名
に
称
す
。

土
大
夫
は
慶
長
年
中
の
人
な
り
。

と
あ
り
、
頭
注
に
「
土
大
夫
　
延
宝
の
頃
絶
家
す
」
と
記
す
。

　
富
士
参
詣
道
者
は
、
参
詣
の
必
需
品
と
し
て
、
先
達
か
ら
袈
裟
円
座

木
綿
な
ど
を
買
い
求
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　　
③
袈
裟
円
座
木
綿

　
前
掲
の
「
静
岡
浅
間
神
社
関
係
　
奈
吾
屋
大
夫
文
書
」
の
な
か
に
、

年
次
欠
の
「
円
座
木
綿
襁
様
之
伝
」
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
、

　
　
　
一
ふ
し
山
参
り
袈
裟
之
事
、
本
法
は
四
筋
ニ
て
こ
し
ら
へ
申
し

候
、
是
は
略
シ
、

　
　
　
一
円
座
之
事
、
是
も
本
法
ハ
四
寸
四
方
也
、
是
も
略
シ
、
右
之

心
得
可
有
、

　
　
　
一
封

し
た
た
め

様
よ
う

之
事
、
目
仁
諸
之
不
浄
見
テ
、
心
諸
不
浄
不
見
ト
と
な

へ
て
し
た
ゝ
め
へ
し
、

　
　
　
一
か
け
様
之
事
、
袈
裟
は
如
常
山
伏
の
か
け
ル
如
く
ニ
か
け
、

綿ゆ
ふ

ハ
□
□
ニ
而
ハ
前
な
る
や
う
ニ
か
け
へ
し
、
御
山
へ
上
り

候
ハ
、
す
な
わ
ち
女
の
た
す
き
を
か
け
た
る
如
ク
ニ
し
て
、

後
を
十
文
字
な
る
や
う
ニ
か
け
へ
し
。

と
あ
り
、
袈
裟
・
円
座
の
寸
法
を
は
じ
め
、
袈
裟
・
木
綿
の
掛
け
方
を

記
す
。
富
士
参
詣
道
者
に
対
し
、
身
な
り
を
定
め
て
い
る
。

 

（
二
）
寛
文
期
の
静
岡
人
の
富
士
参
詣
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①
「
駿
州
檀
所
帳
」
に
見
る
富
士
参
詣

　
村
山
の
大
鏡
坊
に
残
さ
れ
た
道
者
帳
に
、
駿
河
・
甲
斐
・
遠
江
・
三

河
・
武
蔵
の
五
国
分
の
『
富
士
山
檀
記
』
七
冊
が
伝
わ
る
。

　
表
５
は
、七
冊
の
内
の
一
つ
「
駿
州
檀
所
帳
」
か
ら
、天
文
元
年
（
一

五
三
二
）
か
ら
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
ま
で
の
、
静
岡
地
域
の
檀
所

を
取
り
出
し
て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
５

天
文
廿
一
年

中
嶋

慶
安
　
三
年

建
穂
村

寛
文
　
四
年

浅
畑
池
ケ
谷
　
伝
馬
町
　
足
堀
原
村
（
足
久
保
原
村
）
　

江
川
町
　
善
眼
町
（
浅
間
町
）　
七
間
町

川
野
辺
　
八
幡
村
　
石
田
　
馬
淵
村
　
北
長
沼
村

南
長
沼
村
　
古
庄
村

同
　
五
年

安
西
　
池
田
新
田

同
　
六
年

池
田
村
　
聖
一
色
村
　
八
幡
小
路
　
北
安
東

有
東
　
八
幡
　
上
寺
町
　
イ
モ
ジ
町
　
台
所
町

鷹
匠
町

同
　
七
年

柳
新
田
　
台
所
町
　
一
色
村
　
栗
原
村
　
足
久
保
原

村

同
　
八
年

ひ
じ
里
一
色
村
　
小
坂
村
　
呉
服
町
　
北
安
東

柳
新
田
　
鍋
屋
町
　
有
東
川
原
町
　
大
屋
（
大
谷
）

池
ケ
屋
村

　
こ
の
な
か
で
、
先
達
名
が
明
ら
か
な
事
例
は
、

　
寛
文
　
六
年
　
台
所
町
の
助
左
衛
門

　
寛
文
　
七
年
　
柳
新
田
の
市
兵
衛
、
台
所
町
の
助
左
衛
門
、
一
色
村

池
田
新
田
の
与
次
右
衛
門

　
寛
文
　
八
年
　
小
坂
村
の
長
右
衛
門
、
北
安
東
の
太
郎
左
衛
門
、
柳

新
田
の
又
左
衛
門
、
鍋
屋
町
の
助
左
衛
門
、
大
屋
の

宗
左
衛
門

の
九
例
で
あ
る
。

　
先
達
の
名
は
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
名
前
の
後
に
「
殿
」
字
を
お

く
ら
れ
て
い
る
者
の
名
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
名
主
な
ど
、
先
達
に
代

わ
っ
て
一
行
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
っ
た
人
た
ち
で
あ
ろ
う
か
。続
い
て
、

同
行
者
の
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
社
会
が
安
定
し
た
寛
文
期
と
な
る
と
、
静
岡
市
域
の
富
士
参
詣
の
村

町
、
同
行
者
も
共
に
増
加
し
て
い
る
。

　
②
足
堀
原
村
（
足
久
保
原
村
）
の
大
日
如
来
懸
仏

　
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
足
堀
原
村
の
事
例
を
見
る
と
、
六
月
六

日
、
次
右
衛
門
・
長
次
郎
・
勘
十
郎
の
三
名
が
、「
卯
ノ
年
立
願
ニ
脇

差
上
ル
」
た
め
に
、
参
詣
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
卯
ノ
年
」

と
は
、
干
支
が
癸
卯
に
あ
た
る
寛
文
三
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
寛
文
七
年
の
六
月
七
日
に
も
、
足
久
保
原
村
の
次
右
衛
門
以
下
、

同
行
三
人
が
参
詣
し
て
い
る
。

　
足
久
保
に
祀
ら
れ
て
い
る
浅
間
神
社
に
つ
い
て
、『
駿
河
国
新
風
土

記
』
は
、
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浅
間
社
　
原
村
の
産
土
神
な
り
、
除
地
一
斗
九
升

と
簡
潔
に
記
す
。『
駿
河
志
料
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。『
改
訂
静
岡
市

神
社
名
鑑
』
に
よ
る
と
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）、
大
宮
の
浅
間
神

社
よ
り
勧
請
さ
れ
た
と
あ
る
。

　
本
年
九
月
、
安
倍
川
筋
の
浅
間
神
社
の
分
布
を
調
査
し
た
折
、
足
久

保
口
組
で
浅
間
神
社
の
総
代
を
勤
め
る
石
谷
守
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、

神
社
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い
る
懸
仏
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
た
。

　
山
裾
の
木
立
の
な
か
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
九
月
に
建
て

ら
れ
た
本
殿
（
覆
屋
）
の
中
に
、
江
戸
時
代
の
古
い
祠
が
安
置
さ
れ
、

そ
の
中
に
檜
材
の
懸
仏
大
小
二
面
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
像
は
、
共
に
浅

間
大
菩
薩
の
本
地
仏
で
あ
る
胎
蔵
界
大
日
如
来
で
あ
る
。

　
径
二
八
．
五
㎝
、
像
高
二
〇
．
五
㎝
を
数
え
る
懸
仏
（
一
）
は
、
像

と
光
背
の
円
盤
部
が
別
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
像
の
頭
部
は
、
胴
体

部
に
差
し
込
ま
れ
て
い
る
。
円
盤
部
は
、
二
枚
の
木
材
を
竹
釘
で
接
合

し
て
い
る
。

　
径
三
七
．
六
㎝
、
像
高
二
七
．
五
㎝
を
数
え
る
懸
仏
（
二
）
は
、
像

と
光
背
の
円
盤
部
が
一
枚
の
板
材
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
い
か
な
る

理
由
か
ら
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
懸
仏
の
裏
面
は
手
斧
で
削
ら
れ

て
い
る
。
部
分
的
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
文
字
の
判
読
は
で
き
な

い
。

懸
仏
（
一
）

懸
仏
（
二
）
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二
面
と
も
黒
漆
が
剥
が
れ
、
下
地
の
胡
粉
が
現
れ
た
状
態
で
、
痛
み

が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
懸
仏
の
製
作
年
代
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
一
枚
は
、
あ
る

は
、
浅
間
神
社
勧
請
の
折
に
作
製
さ
れ
、
奉
納
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　　
③
『
改
訂
静
岡
市
神
社
名
鑑
』
に
見
る
浅
間
神
社
の
分
布

　
静
岡
市
域
（
旧
清
水
市
域
を
除
く
）
に
お
い
て
、『
改
訂
静
岡
市
神

社
名
鑑
』
に
よ
り
、
祭
神
・
配
祀
神
と
し
て
木
之
花
咲
耶
姫
命
（
表
記

は
区
々
）
の
御
名
を
確
認
で
き
る
神
社
を
挙
げ
る
と
、
表
６
の
よ
う
に

な
る
。

　
神
社
の
勧
請
年
月
に
つ
い
て
、多
く
は
不
明
と
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、

祭
神
・
修
造
・
再
建
・
合
祀
な
ど
、
棟
札
や
古
文
書
な
ど
の
資
料
に
よ

り
明
ら
か
な
場
合
、
そ
の
概
要
を
記
し
た
。
所
在
地
に
つ
い
て
、
前
掲

の
「
御
炊
坊
道
者
帳
写
」（
戦
国
期
）
地
名
と
一
致
す
る
場
合
は
◎
印
を
、

「
流
鏑
馬
神
事
郷
役
」（
天
文
期
）地
名
と
一
致
す
る
場
合
は
〇
印
を
、「
駿

州
檀
所
帳
」（
寛
文
期
）
町
村
名
と
一
致
す
る
場
合
は
△
印
を
付
し
た
。

重
複
す
る
場
合
は
、
古
い
資
料
に
よ
る
。

表
６

浅
間
神
社

祭
神
木
之
花
咲
耶
姫
命

◎
宮
ケ
崎

先
宮
神
社

配
祀
神
三
柱
の
内
、
木
花
開
耶
姫

◎
横
内
町

天
神
社

祭
神
四
柱
の
内
、
木
花
佐
久
夜
毘
賣
命

　
大
岩

浅
間
神
社

祭
神
木
花
咲
耶
毘
売
命 

慶
長
一
六
年

〇
北(

麻
機)

　
修
理
棟
札

須
賀
神
社

境
内
社
浅
間
神
社

〇
沓
谷

愛
宕
神
社

祭
神
二
柱
の
内
、
木
花
開
耶
姫
命

〇
沓
谷

利
倉
神
社

祭
神
木
花
開
耶
比
売
命
　
　
配
祀
神
六

　
柱
　
大
永
八
年
棟
札

◎
瀬
名

軍
人
社

境
内
社
浅
間
神
社

〇
曲
金

浅
間
神
社

祭
神
木
花
咲
夜
姫
命
　
安
永
二
年
再
建

　
小
黒

浅
間
神
社

祭
神
木
花
開
耶
姫
命
　
天
明
八
年
再
建

　
柚
木

高
杉
神
社

配
祀
神
二
柱
の
内
、
木
花
開
耶
姫
命

〇
長
沼

浅
間
神
社

祭
神
花
開
耶
姫
命
　
安
永
二
年
修
造
棟

　
札

△
聖
一
色

池
田
神
社

配
祀
神
五
柱
の
内
、
木
花
開
耶
姫
命

〇
池
田

千
勝
浅
間
神
社

祭
神
木
花
咲
耶
姫
命

　
稲
川

諏
訪
浅
間
神
社

祭
神
木
花
咲
耶
姫
命

〇
高
松

浅
間
神
社

祭
神
木
花
咲
耶
姫
命

用
宗
城
山

浅
間
神
社

祭
神
木
花
開
耶
姫
命
　
　
天
明
三
年
再

　
建

　
羽
鳥

白
澤
神
社

祭
神
木
花
佐
久
夜
毘
賣
命
　
明
治
四
二

　
年
合
祀

◎
牛
妻

浅
間
神
社

祭
神
木
花
佐
久
夜
毘
賣
命

永
禄
一
三
年
海
野
文
書
（『
駿
河
志
料
』）

に
「
浅
間
御
神
領
」

　
郷
島

浅
間
神
社

祭
神
木
花
開
耶
比
賣
命
　
宝
永
二
年

　
勧
請

〇
足
久
口
組

坂
ノ
上
神
社

祭
神
木
花
咲
耶
媛
命

　
坂
ノ
上
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白
髭
神
社

配
祀
神
二
柱
の
内
、
木
花
咲
哉
姫
命

　
中
沢

白
髭
神
社

祭
神
三
柱
の
内
、
木
花
開
耶
姫
命

落
合
一
八
六
九

白
髭
神
社

祭
神
五
柱
の
内
、
木
花
開
耶
姫
命

　
落
合

　
お
わ
り
に

　
北
遠
山
間
の
人
々
が
、
富
士
山
を
遥
拝
し
、
い
か
に
参
詣
し
た
か
、

ま
た
、
平
場
に
住
む
人
々
が
い
か
に
浅
間
神
社
を
勧
請
し
、
富
士
山
に

参
詣
し
た
か
、
具
体
的
な
事
例
に
よ
り
、
年
代
を
追
っ
て
検
討
し
た
。

　
資
料
と
し
て
の
道
者
帳
は
、
限
定
さ
れ
た
時
期
の
、
し
か
も
記
さ
れ

た
内
容
は
特
定
地
域
に
関
す
る
情
報
で
あ
り
、
富
士
山
信
仰
全
体
を
把

握
す
る
も
の
で
な
い
。
信
仰
の
証
と
し
て
の
、
浅
間
神
社
の
勧
請
や
祭

祀
を
検
討
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
不
明
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
前
掲
の

各
地
域
に
祀
ら
れ
て
い
る
浅
間
神
社
の
勧
請
の
経
緯
を
検
討
し
、
富
士

山
信
仰
が
い
か
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
お
わ
り
に
あ
た
り
、
水
窪
町
附
属
寺
住
職
南
屋
英
光
師
、
佐
久
間
町

の
伊
藤
賢
次
氏
、
元
佐
久
間
高
校
校
長
の
森
下
栄
之
助
氏
、
静
岡
護
国

神
社
禰
宜
の
芦
原
久
雄
氏
、
瀬
名
利
倉
神
社
宮
司
桜
井
仁
氏
、
足
久
保

浅
間
神
社
宮
司
中
村
邦
博
氏
、
大
岩
臨
済
寺
住
職
阿
部
宗
徹
師
、
郷
島

秘
在
寺
住
職
武
山
清
堂
師
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
あ
ら
た
め
て
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

　
参
考
文
献

 

『
浅
間
文
書
纂
』（
浅
間
神
社
編
　
昭
和
六
年
）

 

『
静
岡
県
史
料
』
第
三
輯
（
静
岡
県
編
　
昭
和
九
年
）

 

『
静
岡
県
神
社
志
』（
静
岡
県
郷
土
研
究
協
会
編
　
昭
和
一
六
年
）　

 

『
静
岡
県
史
』
資
料
編
７
（
静
岡
県
編
　
平
成
一
二
年
）

 

『
駿
河
志
料
』（
一
）
～
（
四
）（
歴
史
図
書
社
　
昭
和
四
四
年
）

 

『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
』
上
巻
・
下
巻
（
図
書
刊
行
会

　
昭
和
五
〇
年
）

 

『
駿
河
記
』
上
巻
・
下
巻
（
臨
川
書
店
　
昭
和
四
九
年
）

 

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
22
　
静
岡
県
』（
角
川
書
店
　
昭
和
五
七
年
）

 

『
巫
女
と
仏
教
史
』
―
熊
野
比
丘
尼
の
使
命
と
展
開
―
（
萩
原
龍
夫
　

昭
和
五
八
年
）

 

『
富
士
山
御
師
の
歴
史
的
研
究
』
（
甲
州
史
料
調
査
会
編
　
山
川
出
版

社
　
平
成
九
年
）

 

『
改
定
静
岡
市
神
社
名
鑑
』（
静
岡
県
神
社
庁
静
岡
支
部
編
　
平
成
一

〇
年
）

 

『
大
龍
山
臨
濟
寺
の
歴
史
』（
臨
濟
寺
編
　
平
成
一
二
年
）  

 

「
近
世
富
士
山
信
仰
の
展
開
（
二
）（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
三
五

号
』　
平
成
二
七
年
）

（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
七
日
脱
稿
）
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（
追
記
）

　
平
成
二
十
八
年
一
月
、
三
重
・
奈
良
両
県
に
お
け
る
富
士
山
信
仰
の

遺
跡
を
訪
ね
る
機
会
を
得
た
。

　
志
摩
市
磯
部
の
迫
間
で
は
、加
藤
チ
ヤ
さ
ん
（
昭
和
一
五
年
生
）
は
、

熱
心
な
富
士
山
信
者
で
、
各
字
に
「
浅
間
山
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
の

お
話
を
さ
れ
た
。
迫
間
の
谷
口
み
す
さ
ん
（
昭
和
二
年
生
）・
南
と
き

ゑ
さ
ん
（
昭
和
一
一
年
生
）
の
案
内
を
得
て
浅
間
山
に
登
り
、
享
保
七

年
（
一
七
二
二
）
の
大
日
如
来
像
を
拝
観
。
南
伊
勢
町
で
は
、
教
育
委

員
会
の
服
部
英
世
氏
か
ら
、
町
内
の
富
士
山
信
仰
の
概
要
を
伺
い
、
文

化
財
審
議
委
員
の
山
本
　
篤
氏
（
昭
和
五
年
生
）
の
御
案
内
を
得
て
五

か
所
浦
の
浅
間
山
に
登
り
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
大
日
如
来
像

を
拝
観
。
ま
た
、
同
神
津
佐
の
浅
間
山
で
は
、
江
戸
期
の
大
日
如
来
像

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、今
も
地
域
の
人
々

に
よ
る
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
奈
良
県
大
和
郡
山
市
で
は
、
県
立
民

俗
博
物
館
の
横
山
浩
子
氏
か
ら
、
県
下
の
富
士
山
信
仰
の
概
要
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
こ
に
、
あ
た
た
め
て
御
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
篤
く
御

礼
を
申
し
上
げ
る
。


